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· アンプディスクリ回路について
· 回路構成
· 測定方法
· 測定内容
１．アンプについて
２．コンパレータについて
· 結果
· 結論
· 回路構成
· 目的
〇最終目標
－０．５ｍＶのスレッショルドで動作するディスクリの制作
〇今回のテスト目的
・回路各部分の動作確認
・チップの個別動作確認
· 測定内容
〇行ったこと
アンプとコンパレータの個別テスト
１．アンプについて
〇測定したアンプ・・・・・ＯＰＡ６８９
　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＤ８０３６
〇測定項目
1 増幅度（ＤＣ特性）
2 出力限界（ＤＣ特性）
3 オフセット（ＤＣ特性）
4 入力パルスの大きさを変化させた　　時の出力（ＡＣ特性）
　　　④－１．立下り時間のブレ
　　　④－２．出力のＤｅｌａｙ　Ｔｉｍｅ
２．コンパレータについて
〇測定したコンパレータ
ＳＰＴ９６８７
ＨＣＭＰ９６８７
〇測定項目
1 出力限界（ＤＣ特性）
2 ヒステリシス（ＤＣ特性）
3 出力不定状態の幅
· 測定方法
〇測定に使用した道具
· デジタルオシロ
· デジボル
· 電圧源
· アッテネーター
· パルスジェネレーター
· プローブ
· ＢＮＣケーブル
· ＬＥＭＯケーブル
· 結論
〇アンプ
ＯＰＡ６８９を使用することに決定
　　　　　　　　　　(　理由は
　　　　　　　　　　(
ＡＣ特性で入力信号の大きさによる
遅延変動がすくないため
〇コンパレータ
ＳＰＴ９６８７を使用することに決定
　　　　　　　　　　(　理由は
　　　　　　　　　　(
どちらのチップも性能的には大差が
ないが容易に購入できる
Ａｍｐ
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